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出題の意図 

 

試験日 2025 年 2月 2日 

教科・科目名 化学 

 

１ 問１ 陽イオンの系統分析における沈殿生成と錯イオン形成の理解を確認する目

的で出題しています。酸性条件下での硫化水素との反応による沈殿形成およびア

ンモニア水添加時の溶解性の違いを組み合わせて判断する能力を評価します。 

問２ 反応物と生成物から正しい化学反応式を導き出し、反応条件を変化させた

場合の平衡移動についての理解度を測る問題です。 

問３ 芳香族カルボン酸についての基礎的知識を問う問題です。安息香酸の合成

法や特性の理解度を測ることを目的として出題しています。また、フタル酸誘導

体の合成高分子化合物への利用についての理解度を測ることを目的として出題し

ています。 

 

２ 水酸化ナトリウム水溶液を標準液として用いるリン酸の中和滴定に関する問題

で、以下の内容についての理解度を測っています。 

①滴定に用いる器具、②標準液に標定が必要な理由と計算、③滴定と共に変化す

る化学種、④定量値の計算、⑤滴定途中の溶液の水素イオン濃度と電離定数の関

係。 

３ 物質の状態変化に関する基本的な用語と二酸化炭素の状態図についての理解を確

認する問題です。特に、二酸化炭素の状態図を正しく見ることができ、圧力一定

の条件下で温度を変化させたときの状態変化や圧力を変化させたときの融点や沸

点の変化を理解しているかを問う問題です。また、実験に関する文章を読んで実

験の様子を想像し、気体の状態方程式を正確に適用できるかについて確認してい

ます。 

 

４ アルケンの性質とその脱水反応に関する問題です。アルケンの付加反応に関する

基礎的な用語を問う問題につづき、アルコールの構造異性体の区別のほか、アル

ケンの脱水反応について、問題文の条件をもとに生成物を推定します。 

  


